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１．はじめに 

阪神高速道路の社会基盤としての機能を永続

的に適切な状況に保ち，その機能を将来にわた

り高速道路を常に最適な状態に保つため日々維

持管理に努めている．しかしながら，避けるこ

とのできない「構造物の老朽化」という課題に

直面している．2013年（平成25年）4月17日に

「阪神高速道路の長期維持管理及び更新に関す

る技術検討委員会」の提言を受け，大規模更新

及び大規模修繕の実施を盛り込んだ更新計画を

平成27年1月に公表し，平成27年度より事業に着

手したところである． 

更新計画は，老朽化の進展に伴って重大な損

傷が顕著化し，最終的には致命的な損傷に進展

する恐れのある6か所の構造物を対象にしている． 

本文は，そのうちの15号堺線湊町付近に位置

する鋼製フーチングの更新検討に向けて実施し

た詳細調査について紹介する． 

 

２．対象構造物の現況と事業概要 

 大阪を代表するミナミの繁華街を横断するこ

の区間は，地下鉄や私鉄が地下空間へ乗り入れ，

それぞれの駅ターミナルが設置され，さらに地

下街が重なり合っている箇所である．（図-1）

このような都市施設の密集する地区であるため，

橋脚基礎に一般的な杭やケーソンなどが採用で

きず，地下街の躯体上に直接基礎を設置せざる

を得なかった．このため，地下構造への荷重負

担をできる限り軽減するために一部区間におい

てその基礎形式を鋼製フーチングとし，昭和47

年に開通した． 

 
図-1  湊町付近断面図 

建設後，地下水位が上昇し，鋼製フーチング

の内部に想定外の地下水が流れ込み，その滞水

によるさび・腐食が進行している．これまで，

対策を実施しているが，抜本的な対策とはなら

ず，地下水位の変動による乾湿の繰り返しとと

もに，今後もさらに腐食が進行するおそれがあ

るため，詳細調査を実施し，健全性を検討した．

（図-2） 

 
図-2  滞水で腐食が進む基礎内部イメージ 

 

３．鋼製フーチングの構造概要 

鋼製フーチングは，柱からの上部荷重を格子

に組んだ鋼製ボックス梁形式の基礎を地下構造

上の突起部（地下構造柱直上）に設置した支承

（5～6箇所）を介して支持されている．鋼製部

材には，防護コンクリートが施されており，梁

間の空間（ピット部）に土砂及び地下水の侵入

を防ぐ目的で，土留壁やゴム板製の止水工が設

置されている．鋼製梁については，5～6点支持

の格子構造と考え，任意立体骨組み構造解析プ

ログラムを使用して断面力を算出し，許容応力

度法により鋼断面を決定している．支承は，ピ

ボット支承が採用されている．また，水平力に

対して鋼製のストッパー（変位制限装置）が４

方向に設置されている．（図-3） 

 
図-3  鋼製フーチングイメージ 
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４．詳細調査 

詳細調査は，事前にフーチング内に滞水して

いる地下水をポンプにて排水するとともに，換

気装置を用いて換気を行い，炭酸ガス濃度，酸

素濃度等の測定を行いながら安全に十分留意し

実施した．過去の補修及び点検履歴を表-1に示

す． 

表-1  補修・点検履歴一覧 

 
 現状の健全性の評価を目的とした調査結果を

表-2に示す．現時点では，さびは発生している

が，板厚が小さくなっている箇所は認められな

い． 

表-2  フーチング構造の調査結果一覧 

 
フーチング内面の環境調査と防食材の効果につ

いて調査した結果を表-3に示す．ジンクパール

は一定の防食効果があった．また，金属溶射皮

膜は寿命に達していた． 

表-3 その他の調査結果一覧 

 

鋼製フーチング内部のさび状況を目視で確認

した結果（一例）を図-4に示す． 

 

 
図-4 底面・天井面のさび状況 

支承部の目視調査写真を図-5に示す． 

 
図-5 支承部 

 

５．健全性の評価（案） 

今回の調査を踏まえて総合的に判断すると，

全面的に板厚が減少している箇所が認められな

いため，現時点での構造物の健全性低下は小さ

いと考えられ，継続使用（活用）が可能として

更新内容を検討するべきと考えている． 

 

６．今後の検討 

今後は，詳細調査結果に基づき損傷部分の補

修検討をするとともに維持管理性「永続性」を

確保しながら，最新の技術的知見及び技術基準

を適用した長期耐久性の検討を実施する予定で

ある． 

・ 損傷部分の補修及び防食検討 

・ 維持管理性「永続性」の検討 

・ 長期耐久性の検討 

該当なし 
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